
Japan Society for Information and Management

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　for 　工nformatlon 　and 　Management

情報処理技術者 の 労働 力特性　241

情報処理技術者の 労働力特性

明治学院大学　 田　　率寸 U岡

1 ． は じめ に

　 こ こ に情 報処理 技術 者 を と りあげ るの は
， 情報処 理 とい う職種が い わ ゆ る

「ME 技術 革 新」， 「情報技術革新」ある い は 「第 3 次産業 革命」 と よ ばれ る

財 ・サ
ー ビス の 生 産 ・分 配 ・消費の 全 て の 経済活動 に ，

コ ン ピ ュ
ー タが 深 く

係わ る革新つ ま りコ ン ピ ュ
ー

タ ライゼ ー シ ョ ン に よ っ て現 れ た新 しい 職種だ

か らで ある ． そ の 数は現在増加 しつ つ あ り， 今後 と も飛躍 的 に拡大 す る こ と

が 予 想 され て い る ． した が っ て ， そ の 労働 力 の 特性 を考察 す る こ と に よ り，

「ME 技術 革 新」 の 特徴 を労働の 面 か ら把握 す る こ とが で き，
さ ら に は今後

の 労働 に関す る課 題 を探 る こ とが で きる とお もわれ る．

　こ こ で 情報処理 技術 者 とは 一 般 に SE （シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア ）お よ びプ

ロ グ ラ マ ー と呼ばれ る 人々 を さす． つ ま り、 「日本標準職業分類 」（1972年12

月 改定 ）に 従 えば
， ［大分 類 A 　専 門的 ・技術 的 職業従 事 者」 に お け る 「中

分類02〜 04 技術者」 の 「小 分類　042」に位 置す る労働 者で ある． 定義 に

よ る と
， 「電子 計算機 を用 い て

，
情報 の 整 理 ・加 工 ・検索 等 を行 うこ と を 目

的 とし ， 情報処 理技術 に 関す る専門知識 ・経験 を もっ て
，

シ ス テ ム の 分析 ・

設計，
プ ロ グ ラ ム の 設計 ・作成 に つ い て の ， 技術的 な業務 に従事 す る もの を

い う」 と し ， そ の 例 として 「シ ス テ ム ・ア ナ リス ト， シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア
，

プ ロ グ ラマ
ー
」 をあげる． そ して

，
こ の 「情報処 理技術者」に は 含 まれ ない

もの と して
，

オ ペ レ
ー

タ （電 子計算 機 の 操作 の み を 目的 とす る者）， キ ーパ

ン チ ャ
ー

， そ して 電 丁計算機製造技術者 をあげ る． さ らに
，

こ の うち 「オペ

レ
ー タ 」 と 厂キ

ー パ ン チ ャ
ー」 と は

， そ れ ぞ れ 「大分類 C　事務従事者」，

「中分類　28　そ の 他の 事務従 事者」の うち 「小 分類　282　電 子計算機操作

員」 （つ まり，
オ ペ レ ー タ） と 「小分類 　283 せ ん 孔機 等操作 員」 に分類 さ

れ る． そ して ， 「電 子計 算機操 作 員」 は 「電 子計算機 又 は オ ン ラ イ ンで 作動

す る 器機 （遠隔端末装置 を除 く）の 操作 に従事す る もの をい う」 と して 「電

子計 算機 操作 員 ，
電 子 計算機 オ ペ レ

ー タ」 を例 に あげ て い る． また ， 「キ ー
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パ ン チ ャ
ー」 につ い て は ， 「電 子計算 機 ・PCS 器機 に 用 い る パ ン チ カ ー ド ・

紙 テ
ー プ のせ ん 孔 ・さん孔 ・検孔 ， 磁気 テ

ー プへ の 記 録 （記録 内容の 検査 を

含 む）の 作業に従事す る もの をい う」 と し， そ の 例 と して ， 「カ
ー

ドせ ん孔

員 ， 紙 テ ー プ さん孔 員 ， 磁気 テ
ー プ エ ン コ ー ダー 操作 員 ，

カ ー ド検 孔 員 ，

キ ーパ ン チ ャ
ー」 をあげ て い る ． なお

， 「情 報処 理 技術 者 」に は 含 まれ ない

「電 子 計算機製造技 術 者」 は中 分類 「技術者」の 「小分類　026　電機技術

者」 に含 まれ る．

　 さて
，

わ れ わ れ は 「情 報 処理技 術 者」 をこ の よ うに 「SE 」 と 「プ ロ グ ラ

マ ー」 と呼 ば れ る 「コ ン ピ ュ
ー タ ・ソ フ トウ ェ ア の 開発 ・製 造 に 直接 係 わ

る 」技 術者 とす る ． しか し， そ の よ うな技術 者 は さ まざまな名称で 呼ば れ て

い る． 例 えば ， SE とプ ロ グ ラ マ
ー を 「ソ フ ト技術者」あ るい は 「ソ フ トウ

ェ ア
ー
技術 者」 と し ， 「情報処理 技術 者」 に 「オ ペ レ ー タ」， 「キー パ ン チ

ャ
ー」 を含 め て 「情 報処理技術者 」 と して 「ソ フ ト技 術者」 ある い は 「ソ フ

トウ ェ ア 技術 者」の 上位概念 とする もの もある
1）
．

　 また ， 電機労連の 下部組織で ある 「情報サ ー ビス 業」 に働 く労働者 を組織

す る 「情 報 関連労組 連 絡会」 は
， 「ソ フ トワ

ー カ ー
」， 「ソ フ ト労働者」 とい

う呼称 で 組織 す る労働 者 を呼 ん で い る． こ れ に は SE ， プ ロ グ ラ マ
ー

， オペ

レ
ー

タ ， キ
ーパ ン チ ャ

ーが 含 まれ るの はい うまで もな い ．

　 そ の 他 「コ ン ピ ュ
ー タ従事者 」 （日経 マ グ ロ ウ ヒ ル 社 『日経 コ ン ピ ュ

ー タ』

1987 ．6．7号）， 「情報 処理 関係者」 （日経 マ グ ロ ウ ヒ ル 社 『日経 コ ン ピ ュ
ー

タ』

89 ．7．17号 ）， 「コ ン ピ ュ
ー タ技 術者 」 （コ ン ピ ュ

ー タ ・エ イ ジ社 『コ ン ピ ュ
ー

トピア』87．7号）， 「情報技術者」（日経　1988．6．30 朝刊）， 「ソ フ トウ ェ ア

専門従事者」（仁 出道夫 「ソ フ トウ ェ ア 労働市場 の 構造 と労働 問題」， 電機 労

連企画部 ・産業社 会研 究 セ ン タ ー 『情報処 理 関連 サ
ー ビ ス 業 の 経営 トレ ン ド

と人材 問題 に 関す る調査研 究　報告書
一

』） な ど枚 挙 にい とまが な い ．

　われ われ は ， 情報処理技術者 を 「SE ， プ ロ グ ラ マ ー」 と し
， それ に オペ

レ
ー

タ お よ びキ ーパ ン チ ャ
ー を含 め て 狭義 の 「情報 労働 者」 （イ ン フ ォ メ

ー

シ ョ ン ・
ワ

ー カ ー
） と呼 ぶ こ と に した い

2）． と こ ろ で ， 「SE ， プ ロ グ ラ

マ
ー」 とい っ て も， そ の 定義 は

， 企業 に よ っ て も異 な り， 職能資格制度 な ど

との 関係で 様々 に分類 され て い る． そ こ で ， われ われ は ， 両者 を厳密に は区

別 せ ず に， 「目本標準職業 分 類 」 の 定義 に と どめ ， ソ フ トウ ェ ア の 開発 ・製

造 に 関す る 分業構 造 を検討す る に あ た り， 開発 の 部分 に多 く係 わ る もの を
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SE
， 製造 に多く係 わ る もの をプ ロ グ ラ マ ー とす る．

　最近 ， 「情報労働者」に 関する多 くの 調査や 報告書が 蓄積 され て きて い る ．

そ こ で
， 本稿 で は お もに情報処理技術者の 労働力特性及び そ の 分業構造 に つ

い て 整理 を試み る．

2 ．情 報処 理技術者 の 労働 力特 性

1）情報処理技術者の 総数

　情 報処理 技術者 を最 も包括的 に と らえて い る統計 は 国勢調査 に よ る 「情 報

処理技術者」（職業小 分類　042）で あ る． しか し， 国勢調査 で は
， 管理職 を

「管 理 的職 業従事者」 （大 分類 　B ） に分 類 す る た め 大 企 業の 情報処理 部 門

（EDP 部門）や情報処 理 サ ー ビ ス 業の 管理職 情報処 理技術者 が相 当数除外 さ

れ て い る こ と に留 意す る 必要 が ある ．情報処 理技術 者 の 総数 は
，
60年 に は約

32万人 と50年の 約 4 倍 ，
55年 と比較 して も2．5倍 に近 い 急 増ぶ りで あ る （表

1）． 55年 は， 50年の 1．7倍で あ る こ と と比 較す る と， こ こ に きて 情報処理 技

術者 の 数は急速に伸 び て い る こ とが わ か る． その 結果 ， 「技術者」全体 に 占

め る 「情報 処理 技術 者」 の 割 合 は55年 の 14．8％か ら60年 の 22．2％ に 増加 した．

つ ま り， 「技術 者」の 5 人 に 1人 強が 「情報処理 技術者」 とい うこ とに なる．

2 ）属人的側 面の 特性

（1） 先 ず ， 情報処理技 術者 の 年齢構成 につ い て で あ るが
， 情報処 理 は新 しい

　職業 で あ り， 急速 な量 的拡 大 をみせ て い る職業 で あ るか ら， や は り若 い 層

　が 中心 で あ る （表 2 ）． 60年 に つ い て み る と ，
20歳代層が 57 ％ を占め て い

表 1　 情報処理 技術者 の 従業 上 の 地位 別構成
（単位 ：人）

昭和

従業上 の 45年　　　　　　50年　　　　　　55年　　　　　　60年
地位別構成

総　数 44，990（100％）　　　80．310（100％）　　129．763（100％）　　321，347（100％）

雇 用 者 44，715（　99．4）　　　79．335（　98．8）　　127 ．412 （　98 ．2）　　310 ，288 （　96．6）

役 　員 205（　　0．5）　　　　　　665（　　0．8）　　　　1，554（　　1．2）　　　　7，135（　　2．2）

雇人 の ある業主 35（0．08）　　　　　　　100 （　　0．1）　　　　　　ユ80（　　0．1）　　　　　　674 （　　0．2）

雇人の い ない 業主 35（0．08）　　　　　　　205（　　0，3）　　　　　　6  3（　　0．5）　　　　3，115（　　0，9冫

家族従業者 一
　　（　

一
　　）　　　　　　　　　5（0．006）　　　　　　　13（0．01）　　　　　　　135（0，04）

出所 ：総務庁 「国勢調査』 （各年）
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表 2　 情報処理技 術者 の 年齢構 成

55年 淵
％〉　　ユ29，763（100％）

．7）　　　1，931（　1．5）

，3）　　27 ，114 （　20．9）

．4）　　　43，063（　33．2）

．5）　　36，671 〔　28．3）

．5）　　13，382（　ユ0．7）
．4）　　　4，ll8（　　3．2）

．3）　　　　1，650（　　1．3）

，8）　　　1，335（　　1．0）

　 　 　 　 　 　
州
1

321，347（100％）

　 6，130（　　0．02）

93，918（　29．2）

89，795（　28．0）

59，083（　18，4）

43，918（　14．0）

17，25〔，（　5．4）

　 6、179（　2．0）

　 5，261（　　2．0）　旨

出所 ：総 務庁 『国 勢調査』 （各年）

表 3　 情報処理技術者の 女 子比率

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （単位 ： 人）

昭和
45年

女子の構成止匕 9．3
　−一一一

50年　　55年　　60年

9 ．3 　　　 8．7　　　】4．4

出所 ；総務庁 『国勢調査』 〔各年）

　る． そ れ を
，
50年の 68％ と比 較す る と20歳代 の ウ ェ イ トが 低下 し ，

30歳代

　層 は 20％か ら32％へ と上 昇 して い る ． さ らに ，40歳代層 が 構成比 で は 1 桁

　なが ら増加傾 向 に ある の が注 目 され る ．

（2） 情報処理 技術者の 女子比率の 推移 を見 る と ，
9 ％台で 推 移 して い た の が

，

　60年 に は 14．4％ と大幅 な上 昇 を み せ て い る （表 3 ）． 需 要側 の 要 囚 と して

　は， 技能者不足 ， ポ ス ト不足 へ の 対 応 ， 供給側 の 要 因 と して は
， 女子 の 高

　学歴 化が あげ られ る．

（3） 情報処理技術者の 約25 ％が 雇用 され て い る
3）
情報サ

ー ビス 産業
4♪

につ い

　て
， 女 子情報労働者 の 変化 をみ る と

，
61

，
62

，
63年で は， ウ ェ イ トは小 さ

　い が 「SE 」 で 女性 の 割合が 増 加 して い るの が 目だ つ ． 他 方 ， 女 性 の 割 合

　が 高 い 「キ
ーパ ン チ ャ

ー
」 で は そ の 割合 を年 々 低下 させ て い る こ と もあ り，

　情 報サ
ー ビ ス 産業 に働 く女子情報労働者の 全体 に 占め る 割合 は

，
30．9％

，
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表 4　職種別 ， 男女別従業者数
　　　　　　　一一．Lr．

区　　　　分 61年 構成比副前年比％ 62年 構成比〔％前年比躅 63年 構成坩 知 前年比％

事　　業　　所　　数 2，808 一 109 ．93 ，692 131．55 、627 ｝ 152．4

計 198 ，552100 ．O122 ．5241 ，］87100 ．012 上．5333 ，587100 ．0138 ，3
　　　一一

固人事業主 ・家族
ハ

業員又 は 有給 役 貝
6，1923 ，1118 ．17 ，8223 ．2126 ，311 ，5623 ．5147 ．8

吊 時 雇 用 従 業 192，33096 ．9122 ，7233 ，36596 ．8121 ，3322 ，02596 ，5138 ．0
　　　　．．一

計 198，522100 ．D122 ，5241 ／87　　　， 100．0121 ，5333 ，587loQ ．o138 ．3

計 男 137，08569 ，1126 ，3169 ，66770 ，3123 ．8237 ，9577 ユ．3140 ．2

女 61，43730 ．9114 ．871 ．52029 ．7116 ．495 ，63028 ．7133 ．7

計 i23，045ll ．6129 ，627 、928；　 1L6121 ．239 ，14811 ，7140 ．2

管 理 部 門 男 16 ，2058 ．2
　　内．」广一
130 ，619 ，5738 ．112G ．827 ，3098 ．2139 ，5

情 業

報務
サ 部

L門
黙
　．．

職

種

別

1／9

女 6β403 ．4127 ，38 、3553 ．5122 ，111 β393 ，514L7

計 3，356 ユ．7119 、64 ，0011 ．7119 ．25 ，5011 ．6137 ．5

研　 究　 員 男 2、9751 ．51 ／9，13 ，3981 ．4ll4 ．24 ，6451 ．4136 ．7

女 38／ 0．2123 ．3 6030 ．3158 ．3856o ，3142 ，D
　一．．−
48 ，09524 ，2145 ．865 ，75227 ，3136 ．797 ．77329 ．3148 ．7

シ　 ス　 テ　 ム
　　　　、　“
エ ン ン ニ ア

計
．一
男

一
44、49022 ．4143 ．559 ，80124 ，8134 ．488 ，15326 ．4147 ．4

女 3，6051 ．818L85 ，9512 ．5165 ．19 ，6202 ．9161 ．7

計 6  ，26630 ．4124 ，174 ，28530 ．8123 ．3103 ，11530 ．9138 ，8

プ ロ グ ラ マ
ー 男 46、46123 ．4123 ．157 、38623 ．8123 ，579 ，41223 ，8138 ．4

女 13，8057 ，  127 ．816 β997 ．O122 ．423 ，7037 ．1140 ．3

計 18，0969 ．1
、『
　　ll1．720 β918 ．7115 ．427 ，4098 ．2131 ，2

オペ レ ・一夕 ・一 男

　　　．．
15 βOl7 ．7 ユ15．5 」6，9〔｝37 ．0110 ．521 ，3076 ．41126 ．1

女 2，795L494 ．93 ，9881 ．7142 ．76 ，102 ／．8　 　153．0
ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー　
−

26，45013 ．3104 ．026 ，936ll ．21 〔｝L83L9469 ．6118 ，6
　　　　一計

男

一
　583O ，3135 ．3 2300 ．139 ．55590 ，2243 ，0キ　

ー
　パ 　ン

1 チ 　　 ャ 　　
ー

11
｛

女 25．86713 ．O1 （13．42617   611 ，1103 ，231 ，3879 ．4117 ．5

計 19，2149 ．7105 ．221 β948 ，911 ．328 ，6958 ．6 ’34”

！
そ　 の 　 他 11，0705 ．699 ．O12 ，3765 ．1111 ．816 ，5725 ，0133 ．9男

女

．−
　　8144　　　， 4 ．1115 ．19018　， 3．71 ユ0．712 、123i　 3・6134 ，41

出所　通 産省 『昭和63年　特別サ
ービ ス 産業実態報告書』 1989年

29．7％
，
28．7％ ， と30％台を割 り， 低下傾向に ある （表 4）．

　しか し
， 女子 情報処 理 技 術 者 数 は 全 体 と して 増加 して い る． た だ し，

SE の うち女性 の 占め る割合 は
，

7 台 ％ か ら 9台 ％ へ と徐々 に 一ヒ昇 して い
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　 る もの の ， プ ロ グ ラ マ
ー

につ い て は，22．9％ ，22．7％， 22．9％ と22％台で

　推移 して い る （表 4 ）．

　　要約 す る と
， 女 子情 報処 理技 術 者 数 は

，
SE

，
プ ロ グ ラ マ

ー と も増加 し

　て い る が
， そ の 占め る 割合 に つ い て は

，
SE が 増加傾 向 に あ りプ ロ グ ラ

　 マ
ー

は安 定 して い る ．

（4） 情報処 理技術者の 学歴構成 に つ い て は
， 国勢調査 は 利用 で きない ． デ ー

　 タ は や や 古 い が
， 『昭和 57年版労働 白書』 （労働者 ）で は

， 参 考資料 と して

　 「大卒者等の 新 しい 就業分 野一
情報処理技術者 に つ い て

一
」 を と りあげ ，

　SE は 男 子 の 79％ ， 女 子 の 85．7％ ， プ ロ グ ラ マ ー は 男 子 の 69％
，

女子 の

　48 ．3％が 大 学 ・大学 院卒で あ る こ とを 1980年調 査 か ら示 し
， 「大卒 者等の

　比率 は著 し く高 い 」 と し， 「こ れ は ア メ リ カ に つ い て も同様 で
， 情 報処 理

　技術者 に 占め る カ レ ッ ジ卒業者の 割合 は高い 」 と指摘 して い る．

　　ちな み に
， 通 産省が 行 っ て い る 「情報処 理技術 者試験 」の 1988年度 秋合

　格者 の 最終学歴構 成 をみ る と
， 特種 の 85．7％ ， オ ン ラ イ ン の 83．0％ ％， 1

　種の 75．4％が大学 ・大学院卒業者で あ っ た
5）
。

（5） 情報処理 技術者は，
一

般 に 「強 い 仕事意識 と弱 い 会社 意識 」が あ り， 会

　社 へ の コ ミ ッ トメ ン トに 比 べ
， 仕 事に 対 す る コ ミ ッ トメ ン トが相対 的 に 強

　い 」 とい わ れ る
6）
． しか し

，
デ ー タ は や や 古 い が

， 他 業種 との 比 較 を行 く，

　て い る 資料 に よ る と
， 情報処理技 術 者の 離職率 は必 ず しも高 い とは 言 えな

　い （表 7）．

3 ）労働市場 に 関す る特性

（1） 60年 に つ い て ， 従業上 の 地位別構成 をみ る と
， 「雇 用者」 が96．3％ と圧

　倒 的 に 多い 俵 1 ）． そ れで も過去 の 数値 と比 較す る とそ の 構成比 率が 低

　下 した の は ， 情報サ ー ビス 産業が 成長 す る こ とに よ り役員 の 数が増加 した

　結 果 で あ る． また
， 「業 主 」 の 構 成 比 が 増 加 して い る の は

， 情 報 サ
ー ビ ス

　産業で は比較的少 ない 資本 で 企 業 を設立 す る こ とが 可能 で あ り， 特に 「雇

　人の ない 業主」の 割合が 増加 して い る こ とは
，

ソ フ トウ ェ ア 開発 が そ の 技

　術 力 に負 うとこ ろ が 多 く， 「工 房型職人 技術者
7）
」 に よ る ソ フ トウ ェ ア の

　 生 産が 伸 び て い る こ と と関 連 して い る．

（2） 情報サ
ー ビス 産業 につ い て ， その 職種別従業者数の 構成比 か ら情報処理

　技 術 者 の 割 合 を み る と， 60年 に は 50．4％ （うち SE20 ．4％），
61年54．6％

　（う ち SE24 ．2％），
62年 58．1％ （う ら SE27 ．3％） と年平 均 4 ％程 度 つ つ
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　そ の 構成比 を増大 させ て い る （表 4）． そ れ はSE の 増加 に よる とこ ろ が

　大 きい
8）
．

　　その 間 ，
オペ レ ー タ の 構成比 は 10 ．0％ ，

9．／％
，
8．7％， キ

ーパ ン チ ャ
ー

　の そ れ は
，
15．7％

，
13．3％， 11．2％ と

一
貫 して 比率 を Fげて い る （表 4 ）

（3） 情報処理技術者の 業種別 ・規模別分布

　　1987年 の 情報 サ
ー ビス 産業 に つ い て み る と， SE の 67％が 「ソ フ トウ ェ

　ア 業」で 就業 し， 「情報処理サ
ー ビス 業」 を合わ せ る と90％を超 え る．構

　成 比 に 関 する男女 間の 相違 を指摘 す る と
， 「情報 処理 サ

ー ビス 業」で 女 子

　の 割 合が 多 く 「そ の 他の サ ー ビ ス 業」で は男子の 構成 比が 高い ．男女計 ，

　規模 別計 で み る と
，

100人未満 で 約30％未満， 100− 299人で や は り約30％

　未満，
300以上 で 約40％強 の 構成 で ある ． 男 女の 違い は

， 女子 が比較 的規

　模 の 大 きい 事業所で 就労 して い る ．

　　プ ロ グ ラ マ ー に つ い て は ， そ の 64％が 「ソ フ トウ ェ ア 業」，
23％が 「情

　報処理 サ
ー ビス 業 」， 残 り13％が 「その 他 の サ ー ビ ス 業 」で 就労 して い る ．

　男女別で み る と， 「ソ フ トウ ェ ア 業」 に は男 女 と も60％程度 が 働 い て い る

　が
， 「情 報処 理 サ

ー ビ ス 業」 で 働 く女性 の 割 合 は 男子 よ り10 ％程度 多い ．

　男女計 ， 規模別刮で み る と
，

100 人未満で 34％ ，
100− 299 人 で 30 ％ ，

300人

　以上 に 35％が就 業 して い る （表 5 ）．

（4） 地理 的分布

　　「国勢 調査」 に よ っ て 情 報処 理技 術者の 在住地 か ら， そ の 地 理 的分布 を

　み る と （表 6 ）， 昭和45年 と比 べ る と徐々 に 地方分散 が進 ん で い るが ， 東

　京，
神 奈川 ， 千葉 ， 埼玉 4 県で 60％ を占め て 推 移 して い る ， こ れは

，
ソ フ

　 トウ ェ ア の 発 注基 地が 主 と して ， 東京 に 集 中 して い る た め で ある ． 地方 に

　 も， 地方自治体等公共部 門や 地場 産業に よ る需 要 は ある もの の
， 主 た る需

　要 先で ある大企 業の 場合 ， 支部 ， 支店の 業務 に係 わ る ソ フ トウ ェ ア 発注 は

　一
括 して 本社 に よ っ て統括 されて お り， その よ うな大企 業の 本社 は東京 に

　集中 して い る． また
，

ソ フ トウ ェ ア の ベ ン ダ
ーで あ る コ ン ピ ュ

ー タ ・メ
ー

　 カ ー の 本社 も東京 に あ る
9）
，

3． 情報処理 技術者 の分 業構造

D ソ フ トウ ェ ア生 産 の 産業組織

　ソ フ トウ ェ ア の 生産 に 直接 従事す る技術 者 をわ れ わ れ は情報処理技術 者 と
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SE

表 5 情 報処理技術者の職種別 ・規模別分布 （情報サ
ービス 業〉

　　　　　　　　　（単位 ：人）

業　種　別 男　　 　 　 　　 女 計

計
159801

（100％）　　　　595ユ（100％） 65725（100％）

ソ フ トウ ェ ア 業　　　　39523（66．1）．
．

4353（73．1） 43879（66，8）

情報処理サ
ービ ス 業　　　　　　一．．

… 14209 （23 ．5＞ 1257（21．1） 15466（23．5）

情報提供サ
ービ ス 業 53（ 0．1） 2 （ 0） 55（ 0，1）

そ のイ也の サ ービ ス 業 6016 （10．1） 339（ 5．7） i6355
（ 9，7）

規模別

．一

　　　　　1− 　 4
．一

235 15 250

5− 　 9 650 59 709

10…　29 3993（ 8．2） 297（ 6．2）

　　　　　　．−
4290 （ 8．0）

30− 49 3634 239 3873

50 − 99 8974 （21 ．1＞ 821（17，8） 9795（20．8）

1　　 100−−299 16958（28．4）
　　　　　．−
1849（31コ ） 18807 （28 ，0）

…　 　 300− 499 9199（15。4） 106⊥（17．8） 10260〔：15．0）

ー 500以上 16158（27．0） 1610（27．1） 17768〔27．0）

プ ロ グ ラ マ
ー

（単．位 ：人）

業　種　別　　
1

男 女 i　　 計

計 57386（100 ％） 16899 （100％） 74285（100％）

一

ソ フ トウ ェ ア 業 37060（64．6） 1022ユ（60．5） 47281 〔63．6）

情 報処理 サ
ー

ビ ス 業 12139（21．2） 5244 （3工．  ユ7383〔23．4）

情報提供サ ービ ス 業 38（ 0．1） 5（ 0） 43（ 0．1）

その 他の サ
ービ ス

．
業 8146（ユ4．2） 1429〔18．5） 9575（12，9）

一

規模別

．

1　　　　 1− 　 4
1

107 44 151

　　　　　　　　5− 　 9
1 438 264 702

一

10 − 29 3800（ 7 ．8） 1569 （11 ．1：〕 5369 （ 8．4）
．．

30− 49 4280 1464 5744

50 − 99 10390（25，6）
　　　　ド
3055｛、18．1） 13445 〔25 ．8）

100− 299 174ユ1（30．3）
　　　　　　一．−

2　 5675（33．6） 23085（30．1）

30Q−一．499 7109（12．4） 1878（11．1） i8987 （12，9）

　　500 以 ヒ
ー．．

1385 ］（24 ，1＞
「

2950（17．5）
　 　　　 　 し

1680 ユ（22 ，6）

出所 ：通産省 『昭和62年 特別サ
ービ ス 産業実態報告書』
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表 6　情報処理技術者の 首都圈在住者 の 割合
（単位 ：人）

　　　　都県

昭和
全　国 東京都 神奈1

45年 44．99015 ，6508 ，

（100％） （34．8） （19

50年 80，31023 ，06514 ，

（】00％） （28．7） （18

55年 129 ，76334 ，52824 ，

（100％ ） （26，6） （19

60年 321，34782 ，17Q60 ，

（100％） （25 ．6＞ （18

出所 ：総務庁 「国勢調査』 （各年）

千葉県　 埼玉県　 4

8，900　　　1，945

　 　 　 （ 4．3）

141815 　　　5，025

　 　　 （ 6 ．3）

24，688　　　8，687
　 　 　 （ 6．7）

60　860　　 19。069

　 　 　 （ 5．9＞

2，405　　2

（　5．3）　（

5，405　　4

〔　　6，7）　　（　

8，556　　76，459

（　6．6）　　（　59．0）

17，102　　179 ，201

（　5．3）　　（　55．8）

定 義 し， その 特性 を労働力 と労働市 場 に分 けて 見 て きた ． こ こで は
， その よ

うな労働 力が 就労 し， 労働市場 を形 成 させ て い る ソ フ トウ ェ ア生 産の 産業組

織 を概観 した い ．

　 ソ フ トウ ェ ア の 生 産過程 は色 々 な観点か ら分類 す る こ とが で きる ． しか し ，

こ こ で は ソ フ トウ ェ ア の 生 産 に係 わ る産業組織 の 概 念 図 を得 る こ と を 目的 と

したい の で 極 め て 簡略化 した 生産過程 を考える ． つ ま り，
ソ フ トウ ェ ア生 産

は計画
一設 計 一製造

一
検査 か らな り製 品 の メ ン テ ナ ン ス が必 然 的に 付随 す る

とす る． そ して ， 計画 ， 設計の 段階を開発 と呼 び
，

われ わ れ は
，

ソ フ トウ ェ

ア 生産 は開発 ， 製造 ， 検査 お よ び メ ン テ ナ ン ス か らな る もの とする ． さら に ，

こ の うち検査 お よび メ ン テ ナ ン ス は 主 に生 産過程に含 まれ る不可 欠で は あ る

が 2 次 的 な作業で あ る とす る，

　さて
，

こ の よ うな ソ フ トウ ェ ア の 主 な生 産主体 は
，

コ ン ピ ュ
ー タ ・メ

ー

カ ー
，

シ ス テ ム ・メ
ー カ ー

，
コ ン ピ ュ

ー タ の ユ ザ ー企 業 （ユ ザ → ， それ に

ソ フ ト ・ハ ウ ス あ る い は サ
ー

ド ・パ ー テ ィ と呼 ばれ る ソ フ トウ ェ ア の メ ー

カ ーか らな る ．

　 コ ン ピ ュ
ー

タ ・メ ー カ ー は ハ
ー

ドウ ェ ア の 生 産者で あ り， 基本 ソ フ トの 生

産者 で もある． シ ス テ ム ・メ
ー カ ー は ソ フ トウ ェ ア の 生 産技術 が 高 く， そ の

技術が 相 当程度蓄積 され て い る ． シ ス テ ム ・メ
ー カ ー に は

，
ます ， デ イ ラ

ー

と呼 ば れ る 企 業が あ り
，

コ ン ピ ュ
ー タ ・メ ー カ

ー
か らハ ー ドウ ェ ア を購 入

（OEM を含 む） し
，

そ れ に ユ
ー ザ ー用 の ア プ リ ケ

ー シ ョ ン ・ソ フ トを生 産
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表 7 　人 職率 ， 離職 率，平均 年齢 お よ び 平均 勤続年 数 ぐ1984年）

産　業　別
  （％）
入職 率

うち

新卒

うち

中途 採用

  （％）

離職 率

 
一
  （％）

入職超過率

男子平均

年齢 （歳）

男子平均勤

続年数 （年）

全　　 産　　 業 14 、9 3．7 11．2 14．l
　 　 i0

．8 38，6 1L9

う　ち 製 造 業 14 ．13 ．4 10．7 12．4 …　 1．7
　 　 1

38．7 13．1

うち サ ー ビ ス 業 17、0 4．2 12．8 15，7　 　 　 　 1 ．3 38，9 9．5

情報サ
ービス 産業 35．623 ，5 12．1 9．8 25．8 28．3 4．4

（注）人 職 （離．職）率は ，1984年 におけ る入職 （離職）者数の在籍従業者数に対する割合

出所 ： 日本情報処理 開発協 会 『1987　情報サ
ービ ス 白書』ユ987

原出所 ：全産業は ，労働省 「雇用動 向調査 1，「賃金 セ ン サ ス 」，情報サ
ービ ス 産業は

， 労働省 「情

　　　 報処理 サ
ー

ビス 業の 地方展 開を促進す る ため の 雇用労働面 に お け る対応の あ り方 に関

　 　 　 す る調査研究報告書」 （1986年 3 月）

して ユ ー
ザ

ー
に供給 して い る ． また ， シ ス テ ム ・

メ
ー カ ー

に は ， コ ン ピ ュ
ー

タ ・メ
ー

カ
ー
名の 冠 シ ス テ ム ・メ ー カ ー

が 含 まれ る． こ こ で は
， 主 に コ ン ピ

ュ
ー タ ・メ ー カ ー

の 基 本 ソ フ トや メ イン フ レ
ー

ム の ア プ リケ
ー シ ョ ン ・ソ フ

トな どが生 産 され る． 冠 シ ス テ ム ・メ ー カ ーが メ ー カ ー
系 とい わ れ る の に対

し ，
ユ ーザ ー系 と呼 ば れ る ユ

ー
ザ

ー
の EDP 部門などが独立 して で きた シ ス

テ ム ・
メ

ー カ ー が あ り， さ ら に
， そ の い ず れ で もない 独 立 系の シ ス テ ム ・

メ ー カ ー
が あ る． こ れ らシ ス テ ム ・メ

ー
カ

ー
は 主 と して 汎用 ア プ リケ

ー
シ ョ

ン ・ソ フ トや業務 別 ア プ リケ
ー

シ ョ ン ・
ソ フ トを生産 して い る が

，
ハ

ー
ドウ

ェ ァ と ソ フ トウ ェ ァ と を統合 した 「総 合 シ ス テ ム 」 をユ
ー

ザ ー
に供給する．

　情報処 理サ
ー ビス 産業 を形成 す る 「ソ フ トウ ェ ア 業」の 多 く を占め る の が

，

ソ フ ト ・ハ ウ ス ある い はサ ー ド ・パ ー
テ ィ と呼 ば れ る ソ フ トウ ェ ア の メ ー

カ ー群 で あ る ． 両 者の 呼称 に 明確 な区 別 が あ る わ け で は な い が ，
一

般 に経営

規模 の 比較的大 きい ソ フ トウ ェ ア ・メ ー カ ー がサ
ー

ド ・パ ー
テ ィ と呼ば れて

い る ． こ の ソ フ ト ・ハ ウス に は ソ フ トウ ェ ア の 完成 品 を生 産す る企 業 もあ る

が ， その 圧 倒 的部 分 は サ
ー

ド ・パ ー
テ ィ と呼ば れ る よ うに

， 主 に シ ス テ ム ・

メ
ー

カ
ー

の 支援部隊の 役割 を果 た して い る． つ ま り，
ソ フ トウ ェ ア生 産 の う

ち主 に 製 造過 程 を担 うの が こ の サ
ー

ド ・パ ー
テ ィ

，
ソ フ ト ・ハ ウ ス とい わ れ

る ソ フ トウ ェ ア の メ
ー

カ ー
で あ る．

　ソ フ トウ ェ ア 生 産 の 産業組織の 概 念 図 を図 1 に示 した ．
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コ ン ピ ュ
ー タ ・メーカ ー
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ユ

ーザー

　 −
L − ＿ ＿ 」　 1
シ ス テム ・メーカー

L

一

！

、シス テ ム ・
ハ ウス ／ サー ド ・パ ー

ティ

｛　　　　　　 1
一

図 1　 ソ フ トウ ェ ア 生産 の 産業組織 （概念図）

2 ）情報処理技術者 の 分業構造

　ソ フ トウ ェ ア 生産 の 分業構 造 は
，

ソ フ トウ ェ ア生 産 の 産業組 織 を前提 に し

て 組 み 立 て られ て い る． そ こ で
， その 分業構造 を つ ぎに検討する こ とに し た

い ．

　コ ン ピ ュ
ー タ が係 わ る 「総合シ ス テ ム 」は ハ

ー
ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア か

らな り， そ の い ずれ を欠 い て もシ ス テ ム は構 築さ れ得 ない ． した が っ て
，

ソ

フ トウ ェ ア 生産 は コ ン ピ ュ
ー タ化経済の 不可 欠の 要素で ある ． また

，
わ れ わ

れ は ソ フ トウ ェ ァ 生 産 を計画 ・設計 の 開発 と製造 とい う過 程 か ら構成 され る
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ととらえ ， その 産業組織の 概念図を図 ］に示 した ． そ して
，

こ の ソ フ トウ ェ

ア 生 産 の 産業組織 を前提に して
， そ の どの 部分に ソ フ トウ ェ ア ・メ

ー
カ

ー
が

関 連す る か とい う面 か ら， ソ フ トウ ェ ア生 産 の 分 業構 造 を把握 して み た い ．

　第 1 は コ ン ピ ュ
ー

タ ・メ
ー

カ
ー

で
，

ソ フ トウ ェ ア 生 産 の 点 で は コ ン ピ ュ
ー

タお よび 周辺 装置 の ハ ー ドウ ェ ア全 体 とソ フ トウ ェ ア の 両者 を生 産 ・供給 す

る ソ フ トウ ェ ア の 生 産 者で あ る ． 「総合 シ ス テ ム 」 をセ ッ トで ユ
ー

ザ
ー

に供

給 す る企 業で あ り， シ ス テ ム ・ベ ン ダ
ー

な ど と呼ば れ ， ソ フ トウ ェ ァ生 産で

は シ ス テ ム 計画 を卑ら担 当す る ．

　第 2 は シ ス テ ム ・メ ー カ ーで
，

ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア を一 括 して 供

給す る企 業 もあ る が
，

い ず れ に せ よ コ ン ピ ュ
ー タ ・

メ
ー カ ー

，
ユ

ー
ザ

ー あ る

い は 自社利用 の た め に ソ フ トウ ェ ア 牛 産 を行 うソ フ トウ ェ ア の 専 業 メ ー カ ー

で あ る ． こ れ らメ
ー カ ー は ソ フ トウ ェ ア 開発 の 主 に シ ス テ ム 設計 や シ ス テ ム

計画 を担当す る ．

　第 3 は 以 一L の よ うな ソ フ トウ ェ ア 開発 の 計画 ・設計段 階 を担 当す る 企業群

か ら ，
ソ フ トウ ェ ア 生 産 の 仕 事 を受 注 し

，
主 に ソ フ トウ ェ ア 製造 を担 当す る

企 業 で あ る ． こ れ が サ
ー

ド ・パ ー
テ ィ あ る い は シ ス テ ム ・ハ ウ ス で あ る ． こ

の 生岸段階に は プ ロ グ ラ ム 設 計 を主 に 行 うソ フ トウ ェ ア ・デ ザ イ ン ・ハ ウ ス
，

そ して
，

さ らに 下 流 の 製造段 階 を専 ら担 当する ソ フ トウ ェ ア
・プ ロ ダ ク シ ョ

ン ・ハ ウ ス な どの 分 業構造 もみ られ る．

　こ れ ら は
，

ソ フ トウ ェ ア生 産の 分業構造 を概念的 に把握す る た め の 整 理 で

あ っ て ， 現実の 分業構造は こ の よ うに 整然 と区分 され て い る わ けで は な い ．

第 1 の 企 業群 と第 2 の 企 業群 との 間で ソ フ トウ ェ ア 開発 の 部分 で 重 な っ て い

る とこ ろ が あ る し， そ れぞ れ の 企 業群 で 製造の 段 階 を取 り込 ん で い る ソ フ ト

ウ ェ ア の メ
ー

カ ー もあ る． また
， 第 1 と第 3

， 第 2 と第 3 とが 重 な っ て い る

部分 もある ． た だ し
，

ソ フ トウ J ．ア 生産 に 関 して
， 計画 ， 設計か らな る開発

と製造 と生 産過程 を大 別す る と
，

ソ フ トウ ェ ア の メ
ー カ ー

が 主 と して 行 っ て

い る 業 務 とい う点 か ら分 類す る と以 ヒの よ うな産 業 組 織 と分 業構 造 と を指 摘

する こ とが で きる ．

　分 業構造 に つ い て ， 言 及 しな けれ ば な らな い の は
，

ソ フ トウ ェ ア 生 産 に お

け る派遣労働 につ い で あ る． 派遣労 働 に 関 して は
， 種 々 の 面か ら検討が 加 え

られ る必 要 が あ る が ， 分 業構造 とい う面に 限 っ て 指摘す れ ば
，

こ れ ら ソ フ ト

ウ ェ ア の メ
ー

カ ー は
， サ

ー ド ・パ ー
テ ィ や ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス を は じめ

，
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コ ン ピ ュ
ー タ ・メ

ー
カ

ー
やシ ス テ ム ・メ

ー
カ

ー
を中心 に して 系列化 して い る

こ とで あ る． つ ま り， 系列企業 間で ソ フ トウ ェ ア生産 を分業す る に は
， 受注

生 産 で ある こ と
， さ らに 製晶が プ ロ グ ラ ム 作成 とい う人 手 に よ る とこ ろ が 多

い な どの 理 由か ら，
工 業製 品の 生 産 とは異 な り， 特 に生 産工 程間 に緊密な関

係が 維持 され なれ ば ならず， その 結果 ， 派遣労働が広 範に行われ ， 系列化 も

強化 され る ．

　最後 に ，
ソ フ トウ ェ ア 生 産 に は

， 「工 房 型職 人」 に よ る 生産 もあり， そ こ

で は主 に 工 程別 の 分業 に は な じまない 試作 的製 品あ る い は 特注 の 製 品が生 産

され て い る ．
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